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論文審査の要旨 

 

  人工膝関節全置換術（TKA）後の可動域（ROM）の改善には、様々な要因が影響す

る。本研究では、Cruciate-sacrificing rotating platform (CSRP) TKAの術後の ROM改善に

影響する因子を検討している。TKAを施行した変形性膝関節症患者 79 名を対象とし 、

屈曲可動域が術前より改善した群（38 膝）を good Δflexion 群、改善しなかった群を

poor Δflexion 群（41 膝）と定義した。手術の 1日前と 1年後に膝関節屈曲・伸展角度、

膝関節伸展筋力、安静時疼痛、歩行時疼痛、KOOS（Knee injury and Osteoarthritis Outcome 

Score）、術後 α 角、β 角、γ 角、δ 角、大腿骨脛骨角（FTA）、大腿骨回旋角度を評価

した。結果は good Δflexion 群で、γ 角がΔflexion に影響する因子であったことから、

CSRP-TKA は大腿骨コンポーネントの屈曲位挿入が、術後の屈曲角度改善に最も影響す

る因子であることを示した。本結果は TKA の術後成績向上に寄与し、高齢化社会を迎

える本邦において高齢者の ADLの改善に寄与すると考えられる。 

 公聴会では、CSRP の特徴についての質問に対し、脛骨へのストレスが少ないこと、

骨温存につながることが特徴であることを挙げ、また術後のリハビリの方法についての

質疑がなされた。結果において poor Δflexion 群の方が有意に KOOSの ADLの項目が良

かったことについては、poor Δflexion群にはもともと ADLが良い症例が多く含まれてい

ることを回答された。また今後 TKA においてどのような機種が良いかについては、キ

ネマティックアライメントを重視した機種が良いといわれていることを回答された。今

後の研究の方向性については、患者個々に応じたコンポーネントの屈曲角度含め、機種

に応じたベストなアライメント、バランスなどを検討し、さらにデータの蓄積をしてい

くことが重要と的確に回答された。 

 本研究で得られた結果は、本領域の今後の発展に寄与するものと評価され、主論文の

内容と公聴会での質疑応答および参考論文と合わせて、審査委員のすべてが適と判断し、

博士（医学）の学位に値する研究であると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに運動器再建医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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